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ブランド名 Cocoa Puffs とそのスローガンを巡る一考察 
 

竹 中 裕 貴 
 
0. はじめに 

ブランド言語学 (brand linguistics) [山田 (2018)] が分析対象とするのは，次の (1) ように

多彩である。たった一つの商品名でさえ，多角的な視点から丁寧に観察することで，英語という

言語を知る上で重要な言語文化的情報を抽出することができ，言語学的・社会言語学的な知識の

蓄積や研究の深化に貢献できる： 

 
(1) ブランド言語学の分析観点 

1. ブランドの概略と由来 

2. 言語特性 

2.1. 発音〔音韻特性〕 

2.2. 語形成の特徴〔形態特性〕 

2.3. 書記形式〔特異な綴り形式の考案，など〕 

2.4. 統語的特性〔共起関係，など〕 

2.5. 品詞転換用法〔ブランド名の動詞化，など〕 

2.6. 一般化 (generalization) (共通名詞化) 

2.7. 俗語 (slang) 用法の発達 

2.8. ニックネーム 

2.9. 直喩表現 (simile) 

3. 文化的特性 

  3.1. スローガン (tagline; catchphrase) 

  3.2. 紙面広告や TV コマーシャルの特異性 

  3.3. (ラジオ・TV での)コマーシャルソング 

  3.4. ロゴマークの特徴 

  3.5. マスコットキャラクター 

  3.6. 容器箱などの特徴 

  3.7. フィクション，ノン・フィクション，新聞連載漫画，その他のメディアでの表出の有無 

  3.8. 特殊分野でのブランド名 

    3.8.1. 医療分野の場合 

    3.8.2. 犯罪・捜査分野の場合 

    3.8.3. ファッション世界のブランド名 
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  3.9. ブランド誕生国以外の文化へ及ぼした影響；文化圏による呼称の相違；など 

4. その他 

4.1. 一般英語辞書との関わり：どのように収録されているか 

4.2. Web に掲載されたホームページから得られる情報：必要な情報を選び取る 

4.3. その他 当該のブランド名に纏わる trivia 

4.4. 架空のブランド名 

4.5. アメリカ地域英語の中のブランド名 

4.6. 世界英語との関わり 

4.7. 社会の変化との関わり〔差別語〕 

4.8 翻訳の問題 

 
本稿ではブランド言語学の見地に立脚し，Cocoa Puffs というブランド名を取り上げ，この固

有名詞の持つ言語文化的な特性について議論していきたい。 

まず，先行研究を辿りながら，Cocoa Puffs に関わる基本情報を整理し，このブランド名に関

わる基本的な情報をすくい上げていく。その後，(1) で提示されている視点の内，特に「マスコ

ットキャラクター」や「スローガン」，そしてその中で用いられている cuckoo という形容詞を

中心に「俗語 (slang) 用法の発達」に関する側面に光を当て分析する。アメリカ英語の言語文化

研究に僅かばかりでも新たなデータを提供し，貢献できれば幸いである。 

 
1. Cocoa Puffs 基本情報 

 まず，Cocoa Puss というブランド名の基本情報は，山田・田中 (2011) で確認でき，どのよ

うな商品なのかはすぐに知ることが出来る： 

 
(2)  

 

 
―『英和ブランド名辞典』, s.v. Cocoa Puffs 

 
アメリカの朝食のシリアルとしては定番の一つであり，1985 年から販売され長い歴史がある 1)。

2018 年 8 月現在，General Mills のホームページ (https://www.generalmills.com/) にアクセス

すれば，シリアルだけでなく，バーなどの派生商品も複数販売されていることが分かる。 
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(3) Cocoa Puffs と派生商品 

 

 

(https://www.myamericanmarket.com/us/) 

 
さらに，上記写真のパッケージにも登場しているマスコットキャラクターの Sonny the Cuckoo 

Bird は，その名の通りカッコウであるが，異常なほどに Cocoa Puffs を欲しがる様子がコマー

シャルを通して広くアメリカ社会では知られている。以下の記述により，このマスコットキャラ

クターがよく理解できる： 

 
(4) マスコットキャラクター Sonny the Cukoo Bird 

Sonny the Cuckoo Bird is the cartoon mascot for Cocoa Puffs, a General Mills-

produced cereal. He often appears in its television commercials. 

 

History 

In the commercials, Sonny attempts to concentrate on a normal task and ends up coming across 

some reference to Cocoa Puffs themselves (usually described by the adjectives “crunchy, munchy, 

chocolatey”) and bursts with enthusiasm, exclaiming, “I’m cuckoo for Cocoa Puffs!” 

He was designed by Gene Cleaves in 1962, but a new design was chosen in 2004. The old design 

can be seen on many retro shirts sold in stores such as PacSun and Delia’s. As of 2005, Sonny was 

voiced by Tex Brashear. He was formerly voiced by Larry Kenney, who voiced Lion-O in 

Thundercats. 

Sonny's name comes from the original format for the commercials, in which he was paired with 

his Grandfather. Rather than proper names, they always referred to each other as "Gramps" and 

"Sonny." When the Grandfather was dropped from the ads, "Sonny" remained as the character's 

name. In those original spots, both Sonny and Gramps were voiced by Chuck McCann. However, 

in 2011, Grandfather returned in an ad for Cocoa Puffs. 

(http://characters.wikia.com/wiki/Sonny_the_Cuckoo_Bird) 

https://vignette.wikia.nocookie.net/characters/images/8/80/Sonny1.jpeg/revision/latest?cb=20110222065646
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さて，(4) の記述にもあるように Sonny the Cuckoo Bird のスローガンは，“I’m cuckoo for 

Cocoa Puffs!” であるが，この表現はアメリカ英語と文化に関連して特殊な広がりを見せている。

以下では，このスローガンを考察してみたい。 

 
2. Cukoo の叙述形容詞用法 

 問題のスローガンを形成する語句のうち，もっとも難解なのは cuckoo という語である。“I’m 

cuckoo for Cocoa Puffs!” では，無冠詞であることも手がかりとなり，名詞用法で単純に「カッ

コー」という鳥を意味するのではない。したがって「Cocoa Puffs のためのカッコー」と解釈さ

れることもない。ここでは叙述形容詞として機能しているのだが，それが分かってもそのまま解

釈することは難しい表現となっている。 

そこで，まずはこの cuckoo という語の基本的な定義を確認しておく。複数の定義や派生表現

があるが，その中から本稿の議論に関連するスラングとしての用法 (名詞と形容詞) を確認して

おくこととする。まず，(5) の定義を見られたい： 

 
(5)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
－スピアーズ・山田 (1989) 

 
スピアーズ・山田 (1989) では，名詞として，「ばか者」や「まぬけ」という意味があること

が分かり，この定義が，本稿では後続する議論に関わって非常に重要である。2) 

さらに詳しいのは Green (2010) である。cuckoo を使用した派生表現も含めると，非常に多

彩な表現が生み出されていることが分かるが，以下に引用するのは議論に関連する最小限に留

めることとする： 
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(6)  
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(7)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
－Green (2010), s.v. cuckoo 

 
(6) からは，スピアーズ・山田 (1989) でも確認できた “a fool, eccentric, a silly person” とい

う意味の名詞としての用法を確認できるほか，アメリカ英語としては，“something foolish, a 

failure” という意味も持つことが分かる。そして (7) からは “crazy, eccentric, insane” と，形

容詞としての意味もあることがわかる。また，名詞用法，形容詞用法に共通して，異形態として 

coo-coo があり，形容詞用法にはこの他にも，“cook, cuckoo’s nest, koo koo” なども確認できる。 

スラングに関しては，上記の辞書から多くの情報を得られるが，cuckoo のこのような用法は，

通常の学習者用辞典にも採録されていることが多い。以下，英英辞典，英和辞典の記述も分かり

やすいものを確認しておく： 
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(8)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―ODE3, s.v. cuckoo 

 
ODE3 では，名詞用法としては，“a mad person” と，“mad” という形容詞を用いて意味を説明

している。形容詞としての意味合いは，“mad; crazy” となっている。さらに OALD9 では，別

の情報も得ることができる： 

 
(9)  

 

 

 
―OALD9, s.v. cuckoo 

 
(9) では，“not before noun”，すなわち叙述用法でもちいる形容詞となっており，またこの形容

詞用法は，古風 (old-fashioned) であることが指摘されている。 

 最後に，英和辞典ではどのような日本語でスラングとしての cuckoo が記述されているのか，

1 例を確認しておきたい： 

 
(10)  

 

 

 

 

 
―『リーダーズ英和 3』, s.v. suckoo 
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(10) の『リーダーズ英和 3』によれば，名詞では「気違い，まぬけ，ばか者，やつ」，形容詞と

しては「気が狂った，バカな」，さらに「変な，おかしな」というような訳が可能であることが

分かる。スピアーズ・山田 (1989) と合わせ，日本語による理解の参考となるだろう。 

しかしながら，スローガンの中で使用されている cuckoo for という，前置詞とともに用いら

れる表現自体は英英辞典を含め一切見当たらず，辞書に採録されるような一般的な表現ではな

いと考えられる。 

 
3. スローガンの特殊用法 

では，どのように解釈すれば良いのだろうか。実は，上記 (4) の Cocoa Puffs を心底愛して

やまないマスコットキャラクターとその宣伝の文脈を知れば，ある程度の類推が働く。すなわち，

まともな精神状態ではないことを表す形容詞と，その気持ちが向かう対象を表す前置詞 (about, 

with, over, for など) で形成される，何かが好きで，欲しくてたまらず，「熱中・熱狂する」様を

表すための表現であるということである (cf. crazy for)。具体的には，以下のように，cuckoo for 

の使用例が見つかる。様々なメディアに多数の用例が見つかるが，一部のみ引用しておきたい 

(引用文中の下線部は全て筆者によるものである)： 

 
(11) a. Cuckoo for cocoa? December 12 is National Cocoa Day! 

(http://haligdaeg.blogspot.com/2014/12/holidays-and-observances-for-december_12.html) 

b. Cuckoo for Cronuts: a few fun facts about the insanely popular New York confection 

(https://torontolife.com/food/cronuts-fun-facts/) 

c. “We have been together for seven years. I am super cuckoo for him. I’m cuckoo for Cocoa Puffs 

for him. He’s delicious.” 

(https://frostsnow.com/sam-rockwell-and-leslie-bibb-are-together-for-9-years-know-about-

their-love-affair) 

d. Russia has gone cuckoo for Trump as Moscow savors Obama’s departure 

(https://www.thegazette.com/subject/news/nation-and-world/russia-has-gone-cuckoo-for-

trump-as-moscow-savors-obamas-departure-20170119) 

 
(11a, b) のように，食べ物を対象としたり，(11c, d) のように人を対象として用いて，ものや

人に大変な好意を持ち，上述のように「熱中」していることを表現することもができる。また，

(11c) のように，元々のスローガンの表現 “for Cocoa Puffs” が冗漫的に挿入されたものも見ら

れる。Cocoa Puffs を意識させることで，後続の “He’s delicious” という発言と合わせ，彼がと

ても魅力的な人間だということを，味に喩えて表現していると考えられる。cuckoo for という

表現を用いる場合は，ブランド名 Cocoa Puffs が強く意識されていることが分かる。また，(11d) 

では，状態の変化を表す動詞 go を用いた用例も確認でき，これは「熱狂する」や「夢中になる」

という意味で解釈できる (cf. go crazy)。 
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以上，cuckoo のスラングとしての意味と，派生表現である cuckoo for を見てきたが，(11c)

の用例が象徴するようにブランド名の影響を強く受けるこの表現形式は，(9) の定義では古風な

響きがするとされながらも，現代アメリカ英語の中に確実に根を下ろし未だに使用されている。

以下ではさらに，その一因と考えられるスローガンを下敷きとした用法の広がりを見ておきた

い。 

 
2.1. cuckoo for Cocoa Puffs の多義性 

 Cocoa Puffs とそのスローガンが身近なものになり，多くのアメリカ英語話者に周知されると，

元々の “I’m cuckoo for Cocoa Puffs!” を応用した意味と用法が派生していく。次の一例はどう

であろうか： 
 

(12)  Leonard Hofstadter: 

Sheldon Cooper: 

Penny kissing me is not insane. She used to kiss me all the time. 

Einstein defined insanity as doing the same thing over and over again 

and expecting different results. By that standard, Penny is cuckoo for 

Cocoa Puffs. 

―The Big Bang Theory, Season 4, Episode 9 

 
Lenard が，別れたはずの元恋人  Penny に突然キスをされたことを，ルームメイトの 

Sheldon に報告した場面である。Penny が自分に (いつもしていた) キスをすることは別にバ

カな (insane) ことではないと主張する Lenard に対して，Sheldon はアインシュタインの 

“insanity” の定義を引用しながら，彼女のことを “cuckoo for Cocoa Puffs” であると言ったの

である。 

 これまでの議論では，cuckoo for は何かが好きである気持ちからくる「熱中」を表現するため

に使用されていたし，当然 cuckoo for Cocoa Puffs は Cocoa Puffs に夢中であることを表すス

ローガンであったはずである。しかしながら，この文脈では，スラングとして確認した cuckoo 

(「気が狂った，バカな」) という意味で使用されており，そこに “for Cocoa Puffs” が後続し誰

もが知るスローガンと同型となっている。このことは，cuckoo のみでは先ほど少し述べたよう

に “old-fashioned” であり，また直接的な侮辱となってしまうところに，馴染みのある “for 

Cocoa Puffs” が付加されることで，相乗効果的にスローガンとコマーシャルが想起され，格式

張らない面白みが表現に生まれていると分析できる。 

この他にも，(12) と同様に，ただある人間が愚かであると言いたいのであれば， crazy，insane 

または cuckoo と言ってしまえば十分であるはずの文脈において，(13) のように，“cuckoo for 

Cocoa Puffs” が用いられている： 

 
(13) a. I usually enjoy your posts and your rationalizations. However, I’m pretty surprised you voted 

for Stein. She is cuckoo for Cocoa Puffs. 
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(https://247sports.com/college/michigan-state/Board/97/Contents/Progressives-need-to-read-

this-120203168/) 

 b. All you have to do is say you were a little cuckoo for Cocoa Puffs, and all of a sudden caring 

people with zero regard for the victim’s loved ones will convert some of their Delta miles and 

fly in to attend an anti-death penalty candlelight-vigil in your honor. 

  (https://tartanmarine.blogspot.com/2017/01/temporary-insanity.html?m=0) 

 c. Her own son testified that she was delusional and “cuckoo for Cocoa Puffs.” 

  (https://www.sfgate.com/bayarea/article/OH-MY-GOD-MY-LIFE-IS-OVER-Jury-rejects-

2516905.php) 

 

また，cuckoo に先行する動詞としては be 動詞 の他に，(14a, b) のように go や appear の

ような自動詞も確認できる。ただし，（14a） については，「激怒する」や，「正気を失う」とい

う解釈となる (cf. go crazy, go mad)： 

 
(14) a. Trump Goes Cuckoo For Cocoa Puffs in Morning Twitter Tirade 

(https://palebluenews.com/trump-goes-cuckoo-for-cocoa-puffs-in-morning-twitter-tirade/) 

b. Yes, Harper is a hothead who once accidentally bounced a bat off his own face and sometimes 

appears cuckoo for Cocoa Puffs. 

  (https://www.washingtonpost.com/sports/nationals/bryce-harper-a-20-year-old-for-the-ages/201

3/05/11/f5c661c0-b99c-11e2-b94c-b684dda07add_story.html?noredirect=on&utm_term=.04cdcfd

8394a) 

 
以上見てきたとおり，スローガンが表現する cuckoo for Cocoa Puffs は，ある対象を好み，

そして熱中していることを表現するためのものであったにもかかわらず，文脈によっては，(13) 

や (14) のように，cuckoo の叙述形容詞単独としての解釈がなされる。つまり，“for Cocoa Puffs” 

は言葉遊びとして，面白みを加えたり，表現を和らげる機能を持ちつつも，直接は意味解釈に影

響しておらず，ある人物を「馬鹿な」などと形容する表現として理解する必要があるのである。 

 
2.2. Snowclone としての用法 (cuckoo for X Puffs) 

 ここまでは，cuckoo for や，cuckoo for Cocoa Puffs の解釈について議論してきたが，最後

にもう一つ，発展的な用法に触れておきたい。これについてはすでに参照すべき重要な考察があ

る。Oxford University Press が提供する OUPblog において Mark Peters3) が Cuckoo for
Snowclone Puffs: An Essential Part of an Insane Vocabulary (https://blog.oup.com/2009/
01/snowclone-puffs/) と題した記事の中で行った議論である。 
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 まず，この記事のタイトルの snowclone という言語学用語は，Mark Peters の記事の中で 

(15) のように説明されており，またオンライン版の OLD には (16) のような定義が確認でき

る： 

 
(15) … one of those repeatable, adaptable, fill-in-the-blank idioms such as “Not your father’s X,” “Post-

traumatic X disorder,” “I for one welcome our new X overlords,” and “X is the new Y”. 

 
(16) snowclone noun 

a well-known phrase such as a quotation or proverb that has been changed in different ways by 

many speakers and/or writers, for example ‘When in Buenos Aires’ and ‘When in Copenhagen’, 

adapted from the proverb ‘When in Rome (do as the Romans do).’  ―OLD, s.v. snowclone 

(https://www.oxfordlearnersdictionaries.com/definition/english/snowclone?q=snowclone) 

 
この表現は，Geoffrey K. Pullum が (16) ので説明されているような諸表現 (“a well-known 

phrase such as a quotation or proverb that has been changed in different ways by many speakers and/or 

writers”) を表すための言語学用語が存在しないことを問題として提起し，最終的に  Glen 

Whitman の案 (snowclone) が Language Log (cf. http://languagelog.ldc.upenn.edu/nll/?p=3 

604 または http://itre.cis.upenn.edu/~myl/languagelog/archives/000350.html) での議論によ

り採用されたものある。すなわち，snowclone とは，ある文化圏内で共通の知識 (shared 

knowledge) の一部として浸透しているフレーズや引用句の一部の語句を，例えば X とおき，

その X の部分に別の語句を挿入することで，もともとの表現が持つ意味を利用しながら，特定

の意味を出力できる非常に生産性の高い，高頻度で使用される「テンプレート」を指すものであ

る。分かりにくい議論となったが，具体例は (15) が参考になり，宣伝に端を発するフレーズ 

(Not your father’s X) や，医学用語を元にしたもの (Post-traumatic X disorder)4) まで様々あ

り，大いに興味をそそられるが，本稿ではこれ以上は詳述せず，また別の機会に議論してみたい。 

いずれにせよ，記事によれば，cuckoo for X Puffs という形式が存在し，アメリカ英語文化の

中で snowclone となっており，もともとの宣伝のスローガンが意味するある対象が好きでたま

らず熱中しているという気持ちを表現するために，その対象を X の部分に挿入することで用い

られるようである。 

具体的に Mark Peters が収集した cuckoo for X Puffs の用例を確認すると，例えば，以下の

2 例は特に分かりやすい： 

 
(17) a. Disney puffs 

“Since that first trip I’ve been hooked. The entire group went back again in 2000 and my 

husband and I have taken the kids on our own and the sights, sounds and memories are never 

too far away. So that’s us, we’re cuckoo for Disney puffs.” 
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(June 14, 2002, rec.arts.disney.parks) 

b. Google puffs 

“Cuckoo for Google Puffs How high will Google stock go? Who knows, but it was trading at 

nearly $425 today. (Down to $408 as of right now).” 

(Nov. 29, 2005, Search Trends—Search Engine Marketing) 

 
(17a) では，ディズニー (ランド) を，(17b) では (株価上昇中の) Google に熱中していること

が表現されている。また，この他にも多く例文が挙げられているが，全て引用してしまうと非常

に長くなるため，具体的に X にはどのような語が実際に挿入されているかのみ，(18) にまとめ

ておく： 

 
(18) acid puffs 

Heath Ledger puffs 

immortality puffs 

Jesus puffs 

money puffs 

murder puffs 

Nazi puffs 

neuro-puffs 

news puffs 

nuke-o-puffs 

racist/anti-semitic puffs 

Scientology puffs 

yoga puffs 

 
以上から，cuckoo for Cocoa Puffs は今や  snowclone という言語学用語で表現される 

“cuckoo for X Puffs” というテンプレートとしてもアメリカ英語文化に広がっていることが明ら

かであり，これを使用することで，X に好みの対象を挿入し，自身の趣向とそれに対する情熱

を，スローガンを背景にして一言で表現できるというわけである。 

 
3. おわりに 

本稿では，Cocoa Puffs というブランド名から，そのスローガンである “I’m cuckoo for Cocoa 

Puffs” に着目し，アメリカ英語文化の中で，それがどのような表現として成長・進化している

のかについて概観してきた。 

 まず，スローガンが使用されるコマーシャルの文脈を考慮し，スラングである cuckoo が 

cuckoo for という形式で表す，好きな対象に「熱中する」という解釈を確認し，同時に，それが
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スローガンの影響を受けることで，言葉遊びとしての側面が広がっていることを明らかにした。

また，cuckoo for Cocoa Puffs は表現に多義性を持ち，したがってその解釈は文脈に依存するこ

ととなる点を指摘した。つまり，スローガンと同様に「熱中する」[cf. (11c)] という意味で解釈

が成立する一方，for Cocoa Puffs が直接意味解釈に影響せず，cuckoo の叙述形容詞としての意

味 (「気が狂った，バカな」など) が表現の焦点となる場合もあることを示した [cf. (13), (14)]。 

 最後に，さらに発展的な用法として，cuckoo for X Puffs という表現のテンプレートを取り上

げ，X に任意の名詞を挿入することで，X が好きで，それに情熱を持っているということを表す

ことができる，Cocoa Puffs のスローガンを用いた snowclone となっていることを具体例と共

に確認した。 

以上議論してきたとおり，このような英語表現を理解するためには，基本的な文法的またはス

ラングの知識だけでなく，ブランド言語学の分析視点 [cf. (1)] と，そこから得られる知識の集

積が必須である。今後もこのような言語現象を取り上げ，議論し，より正確なアメリカ英語文化

の理解への一助となるようブランド名に関わる研究を継続する必要がある。 

 

 
注 

 
1) 田中 (2016, pp. 3-4) においても，Gardenburger というブランド名を議論するための引用

文中 に登場し，その翻訳と併せて議論されている。 

2) なぜこのような意味を持つに至ったかについては，以下の記述が参考になる： 
 Slang adjectival sense of "crazy" is American English, 1918, but noun meaning "stupid person" is 

recorded by 1580s, perhaps from the bird's unvarying, oft-repeated call. The Old English name 

was ʒeac, cognate with Old Norse gaukr, source of Scottish and northern English gowk, which also 

has insulting senses. The Germanic words presumably originally were echoic, too, but had drifted 

in form. Cuckoo-clock is from 1789.－Online Etymology Dictionary, s.v. cuckoo (n.) 

3) Mark Peters の論考は，Euphemism (婉曲語法) について議論する中で，山田 (2014: 4-

7) でも取り上げられている。 

4) Post traumatic X disorder については，同じく snowclone を扱う別の記事の中で Mark 

Peters が既に詳しく分析している：https://blog.oup.com/2008/07/post-traumatic/ 
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